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決 算 総 括 質 疑 通 告 要 旨 

 

平成２９年第６回（９月）定例会 

 

 

 

１  宮 澤 一 照  

 

１ インバウンド観光推進事業に関連して 

   香港に対する妙高市の観光ＰＲはどのようか。 

 

 

２ 観光地魅力創造事業に関連して 

1) 外国人誘客促進事業について、取り組み結果をどのように考えているか。 

 

2) 新たなスノーアクティビティ造成について、利用者数をどのように評価している

かなど。 

 

 

３ 観光地魅力創造事業（繰越明許費）に関連して 

   妙高版ＤＭＯの取り組み事業はどのようか。地方創生推進計画との整合性はどのよ

うか。 

 

 

４ 高谷池ヒュッテ販売品等売上代金に関連して 

   管理、運営についての取り組みは、どのようであったか。 

 

 

５ 地域活性化施設維持管理事業に関連して 

   妙高山麓直売施設（とまと）の指定管理者、生産者と利用客からの意見をどのよう

に考えているか。 

 

 

 

 

２  堀 川 義 徳  

 

１ 地方創生推進事業について 

1) 妙高市総合戦略評価委員会における評価をどのように活用するのか。 

 

2) 妙高わかもの会議の提言内容は各事業にどのように反映されたか。 
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２ 妙高出会いサポート事業について 

1) 出会いの機会創出事業の成果はどのようか。 

 

2) 結婚支援の縁結びボランティアの活動内容とは。 

 

 

３ 米政策推進対策事業について 

1) 市内作付け農産物の傾向をどのように捉えているか。 

 

2) 転作作物の課題をどのように認識しているか。 

 

 

４ 農産物直売所売上向上事業について 

1) ひだなんの売り場の状況と売上はどのようか。 

 

2) 拡張する道の駅に新たな直売所が計画されているが、ひだなんへの影響をどのよ

うに考えているか。 

 

 

５ 観光地魅力創造事業について 

1) 妙高版ＤＭＯの成果と今後の課題はどのようか。 

 

2) 顧客データ管理システム（ＣＲＭ）の活用状況はどのようか。 

 

 

６ 企業立地促進事業について 

1) 産業政策監の成果はどのようか。 

 

2) 企業振興奨励条例による成果と課題はどのようか。 

 

 

 

 

３  樗 沢   諭  

 

１ 協働型地域コミュニティ創出事業について 

1) 地域コミュニティ振興係、地域サポート人、地域のこし協力隊の活動内容と成果

は。 

 

2) 地域コミュニティ実態調査内容と地域コミュニティ振興指針の見直し内容は。 

 

3) 町内会長会議の効果と町内会の主体的な自治活動に対する支援の内容は。 

 

4) 地域のこし活動支援補助金の実績と地域のこしの効果は。 
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２ 行政評価推進事業について 

1) 第２次妙高市総合計画の「５つの重点プロジェクト」、「まちづくり大綱」の事業

の重点化は。 

 

2) 事前、事中、事後評価をどのように実施したか。またＰＤＣＡサイクルの運用を

効果的に行うため、どのように取り組んだか。 

 

3) 市民視点の第三者評価により、市民への透明性確保や納得度の向上など、どのよ

うに改善したか。 

 

4) 平成 29 年度の行政経営方針の重点施策を踏まえた職員への教育内容は。 

 

 

３ 行政窓口サービス向上事業について 

1) 職員の接遇教育と窓口対応の資質向上施策は。 

 

2) 市民窓口における臨時職員の職務体制は。 

 

3) 専任相談員の配置と市民相談の主な内容と解消策は。 

 

 

４ 交通事故防止の取り組みについて 

1) 市内の交通事故の内容と高齢者等の交通事故防止策は。 

 

2) 交通安全協会との連携は。 

 

3) 交通災害共済の必要性をどのように認識しているか。 

 

4) 児童・生徒の通学路の安全対策は。 

 

 

５ 住宅取得等支援事業について 

  1) 住宅取得等支援事業の事業効果は。 

   

  2) 転入者はどこからの転入か。また、その中の幼児や児童、生徒数は。 

 

  3) 住宅の取得や増・改築実績 70 世帯の地区別の内訳はどのようか。 

 

  4) 市の空き家登録の現状と活用は。 

 

 

６ 地域づくり活動団体支援事業について 

  1) 地域づくり活動団体支援交付金の交付基準と支援団体の活動内容は。 

 

  2) 市内の地域づくり協議会の活動内容と、整備備品の必要性と稼働率は。 
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４  山 川 香 一  

 

１ 職員能力開発事業に関連して 

   専門研修では地方公営企業会計入門講座や防災スペシャリスト養成研修、新分野開

発研修ではドローンの活用や障がい者就労支援など担当職員の能力向上に取り組んで

いるが、全職員のレベルアップに向けてどのように取り組んだか。 

 

２ 地方創生推進事業（妙高わかもの会議）に関連して 

   妙高わかもの会議は、斬新なアイデアと実行力ある若者の視点での会議であったが、

提言はどのように活かされたか。 

 

３ 健康と生涯スポーツの推進（スポーツタウンづくり推進事業）に関連して 

   スポーツタウンづくり推進事業でのウォーキングと温泉療法を組み合わせた健康保

養地プログラム「リフレッシュ＆体力アップ教室」について、全市的に見た地域別（新

井、妙高高原、妙高）の参加状況はどのようか。また、車での送迎など参加者を増や

すための取り組みはどのようか。 

 

 

 

 

 

５  岩 﨑 芳 昭  

 

１ 協働型地域コミュニティ創出事業（地域のこし協力隊）について 

1) 協力隊員導入の成果並びに評価はどのようか。一つの地域に複数の協力隊員を配

置し、チームワークで地域や地域住民の主体性を発揮させるべきと考えるがどうか。 

 

2) 主役は地域住民であり、協力隊員はあくまでも裏方であるが、現状はどのようか。 

 

 

２ 犯罪のないまちづくり推進事業（振り込め詐欺）について 

 1) 被害防止対策の取り組みはどのようか。 

 

  2) 市内で発生（未遂）している事件の具体的事例はどのようか。 

 

 

３ 鳥獣対策事業について 

 1) ニホンザル、イノシシ、ニホンジカ等の生息状況や出没の動向はどのようか。 

 

  2) ニホンザルのテレメトリー調査情報をどのように分析し活用しているか。 

 

  3) テレメトリー調査情報の活用効果（出没の減少など）はどのようか。 

 

  4) 「追い払い」は限界がある。生息頭数を今の段階で減少又は駆除しないと、取り

返しのつかない状況になると考えるがどうか。 
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４ ごみ減量・リサイクル推進事業について 

 1) 平成 28 年度のごみ１人１日当たり排出量は 452ｇ。市の第２次一般廃棄物処理基

本計画では、平成 37 年度目標は 410ｇとしているが、リデュース・リユース・リサ

イクルなど、具体的にどのような取り組みを展開してきたのか。 

 

  2) 生ごみの減量対策は、「使い切り・食べきり・水切り」がポイント。これを市民運

動として定着させる必要があるのではないか。 

 

  3) 小学校への出前授業等での環境教育の現状は。 

 

 

 

５ コミュニティ防災組織育成推進事業、防災体制整備事業について 

 1) 避難所の開設、運営について、地域コミュニティや地域の団体と連携して避難所

の開設、運営などを行える体制づくりが必要でないか。 

 

  2) どのような災害を想定し、食料や飲用水など、どのような備蓄品を備蓄している

のか。 

 

  3) 市内の備蓄場所はどこか。何カ所に備蓄しているのか。 

 

  4) 備蓄数量は人口割合など、どの程度を想定して備蓄しているのか。 

 

  5) 各家庭においても災害時に備えた個人備蓄が必要と考える。この点の周知・啓発

はどのように考えているか。 

 

 

  

６ 小学校教育振興事業（新井南小学校の小規模特認校）について 

 1) 英語教育に特化した特認校としての評価はどのように受け止めているか。 

 

  2) 一般的に小規模校では、団体競技（スポーツ）ができないと言われているが、ど

のような対応を講じているか。 

 

  3) 学習面では、競争力が少ない状況であり、対応策はどのようか。 

 

  4) 平成 28 年度は初めての取り組みで、結果として校区外からの入校希望者がなかっ

た。その要因分析と今後の対応はどのようか。 
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６  渡 辺 幹 衛  

 

１ 職員管理事業について 

   住みよい地域を支える職員の創意・工夫・熱意を十分に発揮する組織づくりが重要

である。 

1) 健康管理の状況はどのようか。 

 

2) 人事評価制度は「効果的に機能」しているか。 

 

3) 退職者の状況と補充はどのようか。 

 

4) 再任用の格付け基準と処遇はどのようか。 

 

5) 非常勤臨時職員の待遇改善と正規職員化をどのように考えているか。 

 

6) ラスパイレス指数と改善目標はどのようか。 

 

 

２ 入札制度検討事業について 

   入札制度は、地域経済循環にとっても、市民生活環境の質の確保にとっても重要で

ある。 

1) 予定価格に対する落札率はどのようか。 

 

2) 設計額に対する予定価格の設定率はどのようか。 

 

3) 公契約法（条例）制定への取り組み状況はどのようか。 

 

4) 低価格入札の状況と評価・対応はどのようか。 

 

5) 一社入札の状況はどのようか。 

 

6) 指名されただけで一件の受注もなかった業者はどのようか。 

 

7) 市内経済循環への役割はどのようか。 

 

8) 監視機能はどのように働いているか。 

 

 

３ 市税徴収確保対策事業について 

  1) 滞納の事由別状況はどのようか。 

 

  2) 滞納繰越分の徴収と充填方針はどのようか。 

 

 

４ 妙高高原体育館建設事業に関連して 

  1) 設計者の想定外の不具合はないか。 
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  2) 施設利用についての評価はどのようか。 

 

 

５ 志浄水場更新工事について 

  1) 志浄水場更新工事の管理監督業務委託範囲と委託料はどのようか。 

 

  2) 更新工事の下請け業者の状況はどのようか。 

 

 

 

 

７  横 尾 祐 子  

 

１ 観光事業者ステップアップ応援事業について 

 妙高山登山手形はどのようなもので成果はどのようか。 

 

 

２ 道の駅あらい整備事業について 

 1) 「道の駅あらい拡充整備基本計画」に対する議会での意見は、どのように反映さ

れたか。 

 

  2) 蓄電式ＥＶ充電器の利用状況はどのようか。 

 

   

３ 犯罪のないまちづくり推進事業について 

 1) 刑法犯における主な犯罪の状況はどのようか。 

 

  2) 消費生活相談員の位置づけと活動実績はどのようか。 

 

  3) 「第３次妙高市犯罪のない安全・安心なまちづくり推進計画」における市の取り

組み内容はどのようか。 

 

 

４ こころの健康づくり対策事業について 

 1) ９月は自殺予防月間だが、当市における推移と実態、原因はどのようか。 

 

 2) 自殺予防に対する取り組みの評価と今後の取り組みはどのようか。 

 

 3) 新潟県が実施している「命の電話」について、妙高市民の利用状況はどのようか。 

 

 4) 中学校卒業時に配布している相談窓口チラシの内容はどのようか。 

 

 5) アルコール相談者の現状はどのようか。 

 

 6) 電話相談・窓口相談の主な内容はどのようか。 
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５ 認知症施策の推進に関連して 

 1) 当市における認知症高齢者の状況はどのようか。 

 

  2) 認知症カフェと認知症ケアパスの取り組み状況はどのようか。 

 

  3) 当市の認知症高齢者は、近隣他市と比較してどのような状況か。 

 

  4) 今後の課題と対策はどのようか。 

 

  

 

 

８  霜 鳥 榮 之  

 

１ 住みよさランキングに関連して 

   平成 28 年度における地域要望のうち、建設課や農林課所管の要望に関する対応状況

と、対応に至る基準等はどのようか。 

 

 

２ 地域医療体制確保事業について 

医療機関の維持存続と医療体制の実態はどのようか。また、今後医療機関の維持存

続に対しどのように取り組むか。 

 

   

３ 国民健康保険に関連して 

 1) 国民健康保険税の理由別の滞納状況はどのようか。 

 

  2) 今後の国民健康保険制度の広域化と国民健康保険税の負担に対する対応はどのよ

うか。 

 

 

４ 社会福祉協議会助成事業について 

   生活支援ボランティアサービスの実績と評価はどのようか。 

 

 

５ 地域安心ネットワーク推進事業について 

   事業の実態と今後の課題にどのように取り組むか。 

 

 

６ 障がい者福祉対策に関連して 

 1) 障がい者移動支援事業における、人工透析患者の声をどのように反映しているか。 

 

  2) 就労支援の実態はどのようか。 

 

  3) ヘルプカードの配布状況と実態はどのようか。 
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７ 有害鳥獣対策について 

   有害鳥獣対策の実態と課題はどのようか。また、今後どのような対策を行う考えか。 

 

 

８ 就労支援事業に関連して 

 1) ＵＩターン情報発信の成果と状況はどのようか。 

 

  2) 高校生資格取得支援助成金、地域人材育成支援助成金の成果と状況はどのようか。 

 

 

 

 

９  髙 田 保 則  

 

１ 国立公園妙高環境会議事業について 

   地球温暖化やニホンジカの侵入等からライチョウを取り巻く環境は厳しい。また、

高谷池ヒュッテの改修で環境負荷が増える中、どのようなライチョウ保護対策を実施

したか。今後の課題は何か。 

 

 

２ 統合型地理情報システムとＰＤＣＡサイクルについて 

 1) 河川・滝、観光施設、埋蔵文化財の位置等の情報は正確さが大事であり、各課に

及ぶ情報のチェック体制はどのようか。平成 28 年度の情報修正の状況は。 

 

  2) 統合型地理情報システムを利用する市民からの評価はどうか。市民の利便性向上

の観点から改善した点はあるのか。 

 

 

 


